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 平成３１年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 皆さんおはようございます。ただいまより平成３１年第２回平取町議会定例会

を開会します。直ちに本日の会議を開きます。本日の出席議員は１２名で会議

は成立します。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１

２２条の規定によって、１０番四戸議員と１１番千葉議員を指名します。 

日程第２、会期の決定を議題とします。このことにつきましては２月２８日に

議会運営委員会を開会し、協議をしておりますので、その結果を議会運営委員

会委員長より報告願います。１０番四戸議員。 

１０番 

四戸議員 

１０番四戸です。本日召集されました第２回町議会定例会の議会運営等につき

ましては、２月２８日開催されました議会運営委員会におきまして協議し、会

期につきましては本日３月４日から３月１５日までの１２日間とすることで意

見の一致をみておりますので、議長よりお諮りをお願いいたします。 

議長 お諮りします。ただいま議会運営委員会委員長より報告がありましたとおり、

会期は本日３月４日から３月１５日までの１２日間とすることにご異議ありま

せんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、会期は本日から３月１５日までの１２日間と決

定しました。 

日程第３、諸般の報告を行います。監査委員より平成３１年１月分の出納検査

の結果報告がありまして、その写しをお手元に配布しておきましたので、ご了

承願います。次に、日高交通災害共済組合議会、日高西部消防組合議会、平取

町外２町衛生施設組合議会、胆振東部日高西部衛生組合議会に関する報告があ

りましたので、あわせてその写しをお手元に配布しておりますのでご了承願い

ます。次に郵送による陳情、閉会中の諸事業について配付資料のとおりご報告

いたします。以上で諸般の報告を終了します。 

日程第４、行政報告を行います。１番目として、ＪＲ日高線協議経過報告につ

いて。町長。 

町長 それでは、１番のＪＲ日高線の協議経過について報告を申し上げます。ＪＲが

廃線、バス転換を打ち出しておりますＪＲ日高線をめぐり、２月２６日、新ひ

だか町で臨時町長会議が開催されました。会議の前段でＪＲ北海道のわたぬき

常務に出席をいただき、これまでのＪＲとの協議内容のうち、４点について再

確認を行ったところでございます。１点目は護岸整備の考え方について、前回

会議で北海道から説明を受けておりますけれども、ＪＲの考え方を改めて確認

をしたところでございます。回答としては、被災の範囲、工法、金額等の詳細
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を確認して、道庁と協議をしていきたいとのことでございます。２点目は単独

維持困難な１３線区のうち日高線を含む５線区は国からの支援がない赤字線区

で、８線区は黄色線区となっておりますが、ＪＲでは日高線、鵡川から様似間

を赤線区から黄色線区へ変更する考えはないか、再度確認をしたところでござ

います。ＪＲとしては、鵡川から様似間は、他の交通機関のほうが効率的で利

便性が高いと判断しているので変更する考えはないということでございます。

次に３点目は今後、各町と個別協議が必要になると思いますが、個別協議イコ

ールバス転換ではないということを確認したところでございます。これに対し

てはそのとおりで、個別協議がバス転換ありきではない、バス停の位置、ある

いは運行経路など個別協議が必要とのことでございます。４点目は仮にバス転

換となったとき、現在路線バスを運行している道南バスが、転換バスを運行で

きない場合は、ＪＲが責任をもって運行するということを確認してございます。

ＪＲとしては現在、日高線沿線では道南バス、あるいはＪＲ北海道バスが路線

を運行しているので、まずは道南バスに転換バスをお願いしたい。道南バスが

転換バスを引き受けられないとなった場合には、ＪＲ北海道バスが責任をもっ

て運行するとの確認をしたところでございます。以上の４点について確認をし、

この後、前回１月２５日開催の町長会議で引き続き町議会と調整をしてもらう

こととなっておりました浦河町から報告を受けましたが、前回報告と大きな変

化はないということでございました。会議の中で、ＪＲ日高線に関し、選択肢

の３案、一つは全線復旧、２点目は全線バス転換、３点目は、鵡川から日高門

別間鉄路、残り区間を、バス転換をそのまま残しながら協議を前進させるため

に、各町がＪＲと個別協議を行ってはどうかとの提案がございまして、３案か

ら１案に絞るためにも比較検討材料が必要とのことで、今後、各町とＪＲで個

別協議を進めることとなりましたので、ご報告申し上げます。以上です。 

議長 ２点目といたしまして平取町教育行政に関する報告について。教育長。 

教育長 それでは、平成３０年１２月定例議会以降における諸般の教育行政につきまし

てご報告申し上げます。１点目は体罰に関する実態調査結果についてでありま

す。体罰に関する調査につきましては、平成２４年度に始まり、今回で７回目

となっております。これまで北海道内におきまして、体罰としての認知事案が

発生しており、体罰防止に向けた取り組みを推進しているにもかかわらず、依

然としてなくならないことは大変憂慮される状況といえます。北海道教育委員

会は本年度におきましても、体罰事故実態把握と事故防止の周知徹底を図るこ

とを目的としまして、教職員、児童生徒、保護者に対しての調査を実施したも

のとなっております。平取町分にかかわる調査につきましては、昨年１２月の

終業式までに町内小中学校７校の教員、児童生徒並びに保護者に対するアンケ

ート調査票の配布、回収を行い、回答内容の点検確認作業を終えたところでご

ざいます。回答状況につきましては全ての教員７５名についてはいずれも体罰
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はないものとするものでございました。また保護者及び児童からの回答につき

ましては、生徒自身体罰を受けたことがあるか、また、他の児童生徒が体罰と

思われる行為を受けているのを見たことがある、聞いたことがあるかとする質

問に対して、小学生中学生共にないとする結果となりました。今後とも、町内

各学校においては体罰の未然防止に向け、いかなる場合においても体罰は許さ

れないとする、共通認識を教職員間で図ることの徹底を進めてまいります。次

に、２点目のいじめ問題に関する児童生徒の実態把握調査結果についてであり

ます。北海道教育委員会が年２回行っております調査の中で、直近のものとし

て昨年１１月におけるアンケート調査の結果となりますけれども、町内小中学

校児童生徒３７１名の回答状況となっております。まず、昨年の４月から嫌な

思いをしたことがあるかとの問いに対しまして、あると答えた者は６２件、ご

ざいました。内訳としましては小学校が５５件、中学校が７件であり、内容と

しては複数回答を含め、仲間外れ、無視が１９件、暴力が２２件、いたずらが

１５件、悪口が２５件、その他が３件となっております。前年度の調査におき

ましては嫌な思いをしたことがあるかとの設問に対し、５０件でございました

ので、あると回答した部分でございますけれども、数字としましては１２件の

増となっております。それをもとに、学校としては関係する児童生徒への聞き

取り、また指導等を的確に行っているところであり、現在学校自体でいじめと

認知する事案は小中学校共にないものとなっております。教育委員会としまし

ては、いじめは絶対に許されない行為であるということを、児童生徒に指導し

ていくよう、各学校長に指示していくとともに、保護者とも連携をしながら、

いじめ防止に向けた取り組みを進めてまいります。次に３点目の平成３０年度

全国体力運動能力運動習慣等調査についてでございます。本調査につきまして

は児童生徒の体力や生活習慣、食習慣、運動習慣の状況を把握し、体育健康に

関する改善と指導を図るものとなっており、平取町としましては小学校５校の

５年生４７名、中学校２校の２年生４２名、合計８９名を対象として実施いた

しました。調査内容につきましては体格調査と実技調査及びアンケート調査と

なっており、実技調査につきましては、小中学校共に握力、反復横飛び、５０

メートル走、ボール投げ、２０メートルシャトルランなどの、それ以外もあり

ますけれども８種目となっております。またアンケート調査につきましては、

運動習慣等に関するものとなっております。まず小学校生の調査結果となりま

すけれども、体格におきましては、身長では男子がおおむね全国平均と同様と

なっており、女子では若干低い状況でございます。体重では男子が普通となっ

ているのが７９％、中程度の肥満が１２％となっております。また女子では普

通が９１％、軽度の肥満が４．３％となっているところでございます。次に、

体力運動能力面では男子児童においては２０メートルシャトルラン、５０メー

トル走以外の６種目で全国を上回っている状況であり、８種目全てで全道平均

を上回っております。女子児童につきましては５０メートル走を除く７種目に

おいて全国平均を上回り、８種目全てで全道平均を上回る結果となっておりま
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す。体力合計点では男女共、全国全道平均を大きく上回る結果となっておりま

す。次に運動習慣等の調査結果ですが、男子も女子も運動することが好きで、

体育の授業は楽しいとする回答が全国、全道平均を上回っている状況となって

おります。自分の体力に自信がありますかとの問いに対しまして、自信がある

と答えた児童は男子で７５％、女子ではこれが、数字が低くなっておりますけ

ども３８％となっております。調査結果では女子も全道全国平均を上回る結果

となっておりますけれども、自信があるかという問については自信があると答

えたのは３８％という数字でございました。続いて中学生における調査結果で

ありますけれども、体格では男子が身長では全国平均を上回り、女子は若干下

回っているというような状況でございます。体重では平均で男子が全国平均を

７キロ上回っている状況ということで、やや肥満というようなかたちが見られ

るところでございます。女子でほぼ全国平均と同様の結果となっております。

次に、体力運動能力面では男子生徒においては握力、立ち幅跳びにおいて全国

平均を上回り、ハンドボール投げがほぼ同様、シャトルラン、５０メートル走

などの走力が下回っている状況でございました。女子生徒におきましては、立

ち幅跳びが全国平均を上回り、握力、ハンドボール投げがほぼ同様、それ以外

は全国平均を下回る結果となっております。特に走力と柔軟性についてはかな

り低い数字となっている状況でございました。次に中学生における運動習慣等

の調査結果につきましては、運動が好きですかとの問いには男子は１００％が

好きと回答しており、女子でも８１％が、運動が好きと回答しております。体

力に自信があるかとの問いに対しましては自信があると答えたのは男子で６

２％、女子ではかなり低くなりますけれども１９％ということで、女子につい

ては自信がないとの答えは８１％となってございます。以上、調査結果の概要

について説明しましたけれども、教育委員会としましては、本結果を踏まえた

上で児童生徒の望ましい生活習慣の確立、並びに体力向上への取り組みについ

て、各学校が主体性を持って、特色ある活動を実施し、その環境づくりを進め

てまいりたいと思っております。続いて４点目の平成３０年度平取町教育奨励

表彰被表彰者の決定及び授与式の実施について報告申し上げます。資料１のほ

うになりますけれども、本年度における教育奨励表彰につきましては、１月３

０日開催の教育委員会会議におきまして、被表彰者の決定をし、去る２月２５

日に表彰授与式を実施したところでございます。被表彰者につきましては、資

料のとおり、社会教育奨励が２団体、芸術文化奨励が３個人、スポーツ奨励が

２個人、１団体となっております。被表彰者にかかわる内容等につきましては

別紙に記載のとおりとなっておりますので、説明については省略をさせていた

だきます。最後に、５点目の公営塾びらとり義経塾実施状況報告であります。

資料２のほうになりますけれども、平成３０年度から通年開校ということで、

昨年５月７日、開校式をみどりが丘住民センターで実施したところでございま

す。２月１５日現在の数字でございますけれども、受講者数は中高校生９５名、

内訳につきましては平取中学校生徒が６０名、振内中学校生徒１３名、平取高
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校生徒が２２名となっており、対象生徒１８６名に対し５１．１％の受講率と

いうことになっております。中学生については週２こま、高校生については制

限なしということで受講できるというふうにして実施してきているところでご

ざいます。生徒及び保護者の評価としましては、個別指導によりわかりやすく、

講師につきましても、親身で親しみやすく、塾に行くのが楽しみだという声が

多く聞こえたところでございます。現在、受講生、保護者にアンケート調査を

実施しておりますので、結果が出た段階で報告をしてまいりたいと考えており

ます。なお今回通塾しておりました平取高校生が、小樽商科大学へ合格をして

おります。昨年の北見工業大学に続いて国公立大への合格者が出たということ

で、平取高校の指導と、塾の成果も出てきているものと考えております。また

今年度の高校出願状況で２８名が平取高校に出願し、町内中学生の割合につき

ましても、５０％を超える数字となっており、また町外から７名の出願があっ

たということで、公営塾の効果があらわれてきているものと考えているところ

でございます。今後も子どもたちの夢の実現に向けて町として支援をしてまい

りますので、ご理解をお願いいたします。以上、昨年１２月の議会定例会から、

これまでの主な教育行政について、報告とさせていただきます。 

議長 以上で行政報告を終了します。 

日程第５、議案第１号教育長の任命についてを議題とします。本議案は同意案

件ですので、庄野教育長の退席を求めます。それでは、提案理由の説明を求め

ます。町長。 

町長 議案第１号教育長の任命についてご説明を申し上げます。平取町教育委員会教

育長に次の者を任命したいので地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条の規定により議会の同意を求めるものでございます。同意を求める者は住所、

沙流郡平取町本町１７７番地２２、氏名は庄野剛氏であります。生年月日は昭

和３１年１２月２１日、６２歳でございます。同意を求める理由につきまして

は、庄野剛氏は平成２８年４月１日から今月の３月３１日をもって、３年間の

任期満了することから、継続同意を求めるものでございます。次のページをご

覧いただきたいと思います。経歴概要については、以下のとおりでございます

が、継続同意でございますので、説明を省略させていただきたいと思います。

人格、識見も高く、適任者でありますので同意を求めるものでございます。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について同意することに
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賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第５、議案第１号教育長の選任については任命同

意することに決定しました。 

日程第６、議案第２号平取町森林環境譲与税基金条例の制定についてを議題と

します。提案理由の説明を求めます。産業課長。 

産業課長 議案第２号平取町森林環境譲与税基金条例の制定につきましてご説明を申し上

げます。３ページをお開き願います。議案第２号平取町森林環境譲与税基金条

例の制定について、平取町森林環境譲与税基金条例を次のように制定する。こ

の条例につきましては、平成３０年度税制改正で決定されました森林吸収源対

策の地方財源確保にかかわる森林環境税及び森林環境譲与税に伴い、平成３１

年度より譲与税として市町村に入る譲与税額、平取町では３１年度におきまし

て１２５０万円を予定しておりますが、この財源に基づく事業費が年度末に残

額が生じた場合、もしくは未使用の場合は基金として積み立てて、後年度で使

用することが求められております。それらに対応するための基金条例の制定で

あります。４ページをお開き願います。それでは条文についてご説明を申し上

げます。第１条、設置についてであります。平取町における林業の担い手対策、

木材利用の促進や普及啓発、森林整備等に必要な事業に要する経費の財源に充

てるため、平取町森林環境譲与税基金を設置すると、設置の目的理由について

記載をしております。第２条、積み立てでは、積立については一般会計歳入歳

出予算において定めることをうたい、第３条管理では、現金の保管方法を、第

４条では運用益金の処理について、第５条では繰替運用について、第６条では

処分についてそれぞれうたっており、第７条では、基金の管理についてこの条

例で定めるもののほか、必要な事項は町長が定めると委任についてうたってお

ります。なお施行につきましては平成３１年４月１日からとしております。以

上、ご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第６、議案第２号平取町森林環境譲与税基金条例

の制定については原案のとおり可決しました。日程第７、議案第３号平取町ス

ポーツ施設に関する条例の制定についてを議題とします。提案理由の説明を求

めます。生涯学習課長。 
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生 涯学 習

課長 

それでは、議案第３号についてご説明いたします。５ページをお開き願います。

平取町スポーツ施設に関する条例の制定について、平取町スポーツ施設に関す

る条例を次のとおり制定する。まず、提案の理由でございますが、現在教育委

員会が所管する体育施設の条例が施設名は違いますが、目的、使用許可、管理

運営などの内容が同じものがまず平取町民体育館条例、平取町青少年会館条例、

平取町民総合グランド条例、平取町民テニスコート条例、平取町町民プール設

置条例の５施設がございます。本年度、町民総合グランドの改修事業を行いま

した。これに伴いまして、現在の条例では町民総合グランドという名称であり

ますが、現状といたしまして、野球専用の施設ということになります。このこ

とから町営球場に変更するものであり、この機会にですね、五つの施設の条例

を簡素化し、一つに集約することで提案させていただきました。それでは、条

例の内容について説明いたします。既存の５施設と条例はほぼ同じような内容

ということになりますので、主なところだけ説明させていただきます。まず６

ページをお開き願います。第１条の目的ですが、町民の心身の健康的なスポー

ツ及びスポーツの普及振興を図るため、平取町スポーツ施設を設置し、その管

理運営について必要な事項を定めるとします。第２条、名称及び位置でありま

すが、スポーツ施設の名称及び位置は別記の通りということになります。８ペ

ージをお開き願います。別記ですが、平取町民体育館をはじめとするプール３

施設を含む８施設ございます。この中で、前段で説明いたしました町民総合グ

ランドから町営球場に変更するということになります。位置は変わりません。

最後の段になりますが、平取町民カーリング場ですが、平成２年度に開設いた

しましたが、その間内規等で行っておりましたが、この度の条例制定にあわせ

て位置付けるものであります。位置は平取町振内町１５１番地であります。ペ

ージ戻りまして７ページになりますが、使用料でありますが、スポーツ施設の

使用料は別表第１から別表第５としますが、別表第５号についてはカーリング

場の使用料が追加ということになります。町民利用者は無料となります。町外

利用者は１シート１時間につき１千円ということになります。あとは変更ござ

いません。最後になりますが、８ページの附則ですが、この条例は平成３１年

４月１日から施行するものであります。３の次に掲げる条例ということで、（１）

の平取町民体育館条例、（２）平取町青少年会館条例、（３）平取町民総合グラ

ンド条例、（４）平取町民テニスコート条例、（５）平取町民プール設置条例に

つきましては平成３１年３月３１日で廃止いたします。以上で説明を終わりま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
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定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第７、議案第３号平取町スポーツ施設に関する条

例の制定については原案のとおり可決しました。 

日程第８、議案第４号平取町コタン休憩施設の使用に関する条例の制定につい

てを議題とします。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

はい。それでは私のほうから議案第４号二風谷コタン休憩施設の使用に関する

条例の制定についてご説明申し上げますので、議案の１１ページ目をお開きく

ださい。議案第４号二風谷コタン休憩施設の使用に関する条例を次のように制

定する。この条例につきましては、二風谷地区の再整備事業で整備いたしまし

た公園内の休憩施設の使用に関して必要な事項を定めるものでありまして、第

１条におきまして、その目的をうたっております。第２条で管理運営について、

町長は施設を良好な状態で管理し、効果的に運営しなければならないと規定し

ておりまして、第２項におきまして管理運営を第三者に使用させることができ

ると規定しております。第３条におきましては、第２条により施設をする者の

申請と承認について規定しております。第４条、使用の制限については使用の

許可を受けたものが、ここに記載しております四つの項目のいずれかに該当す

るときには、使用の制限または停止を命じることができると規定しておりまし

て、第２項におきまして、第１項で処分を受けた使用者が損失を受けた場合で

も補償しない旨を定めております。第５条では、使用者が使用条件に違反した

場合などにおいて、使用の停止や取り消しができるものと規定しております。

第６条におきましては、使用の許可を受けた者が他人にその権利を譲渡したり、

転貸することを禁止する条項となっております。第７条ではこの施設を指定管

理者による指定管理ができることを規定している条文となっております。第８

条におきましては、指定管理者が行う業務を規定しております。第９条におき

まして指定管理者が行う管理の基準について定めたものとなっております。第

１０条におきまして、この施設の使用料を定めておりまして、月額２万円とし

ておりますが、月の使用日数が１５日以下の場合につきましては１日１千円と

しております。第１１条では使用者が建物、機械、設備等を故意または過失に

より、損傷したり滅失した場合の原状回復又は損害賠償などについて規定して

おりますけれども、事情により賠償額の減免ができると規定しております。第

１２条におきまして、この条例で定めるもののほか、この条例の施行に関し必

要な事項は別に定めるものとして規定しております。附則としまして、この条

例は公布の日から施行するものとしてございます。以上説明が終わりましたの

でご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 
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質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第８、議案第４号二風谷コタン休憩施設の使用に

関する条例の制定については原案のとおり可決しました。 

日程第９、議案第５号平取町町税等の滞納に対する制限措置に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。税務

課長。 

税務課長 議案第５号平取町町税等の滞納に対する制限措置に関する条例の一部を改正す

る条例についてご説明申し上げます。１４ページをお開きください。平取町町

税等の滞納に対する制限措置に関する条例の一部を改正する条例を次のように

定める。次ページをお開きください。平取町町税等の滞納に対する制限措置に

関する条例の一部を次のように改正する。第２条中、「別表に」を「別に規則で」

に改める。「別表」を削る。次ページ新旧対照表をご覧ください。今回改正する

条例第２条適応範囲は、条例第１条目的にあります制限措置を講じるものを規

定するもので、措置を講じるものとして契約行為、許認可、福祉サービス等、

以下行政サービス等とあります。現行条例別表に定めておりますこの行政項目

等の行政サービス等の項目を今回、規則で定めることに改正し、別表を定める

ものでございます。これは該当する行政サービス等の項目が追加または削除等

の申請があった場合、都度条例改正が必要となることから、条文において規則

で規定することとし、今後は規則において随時追加修正をし、適正に対処して

いくところであります。附則といたしまして、この条例は公布の日から施行す

るものでございます。以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第９、議案第５号平取町町税等の滞納に対する制

限措置に関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しまし

た。 

日程第１０、議案第６号平取町環境保全普及センター設置条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。産業課長。 
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産業課長 議案第６号平取町環境保全普及センター設置条例の一部を改正する条例につい

てご説明を申し上げます。１８ページをお開き願います。議案第６号平取町環

境保全普及センター設置条例の一部を改正する条例について、平取町環境保全

普及センター設置条例の一部を改正する条例を次のように定める。この条例の

改正理由につきましては、平成１４年９月２日竣工の平取町環境保全普及セン

ター、エコハウスでありますが、設立当時からこの設置条例により、沙流川森

林組合に管理を無償で委託しておりました。平成１８年制定の平取町公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例に基づき、平成１９年に設置条例

の一部を改正し、環境保全普及センターの管理委託を指定管理者に移行し、沙

流川森林組合を指定管理者として運営してまいりました。建設から年数が経過

をし建物の修繕が必要となり、平成３０年度におきまして、外壁及び屋根の塗

装など、沙流川森林組合へ助成してまいりましたが、森林組合の費用負担が一

度に多額となりました。さらに、森林組合の上部団体である北海道森林組合連

合会からの監査におきましても、事務所賃貸料が無料ということに対し、毎年

度解消するように指導が行われておりました。これらのことから今般指定管理

から外し、従来の管理委託へ戻し事務所使用料を徴収しようとするものであり

ます。使用料につきましては別途規則で定める予定でありますが、金額は月額

５万円の予定であります。使用料の根拠につきましては、固定資産税の約５割、

専用部分が半分でありますので、そのように考えております。この財源により、

５年に一度３００万円程度の修繕が可能となります。１９ページをお開き願い

ます。平取町環境保全普及センターの設置条例の一部を改正する条例でありま

す。平取町環境保全普及センター設置条例の一部を次のように改正する。第５

条を次のように改める。第５条、センターの維持管理は沙流川森林組合に委託

するものとする。第６条及び第７条中の指定管理者を管理者に改める。この改

正案の施行は平成３１年４月１日であります。なお改正案の新旧対照表につき

ましては２０ページに記載をしております。説明については省略させていただ

きます。以上ご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願いをいた

します。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１０、議案第６号平取町環境保全普及センター

設置条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しました。 

日程第１１、議案第７号平取町農業研修生住宅管理条例の一部を改正する条例
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についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。産業課長。 

産業課長 議案第７号平取町農業研修生住宅管理条例の一部を改正する条例につきまして

ご説明を申し上げます。２１ページをお開き願います。議案第７号平取町農業

研修生住宅管理条例の一部を改正する条例について、平取町農業研修生住宅管

理条例の一部を改正する条例を次のように定める。この改正案でありますが、

１２月議会におきまして予算補正をし、現在修繕をしております旧苫小牧信用

金庫振内支店、支店長住宅を平成３１年度より農業研修生住宅として使用する

ための一部改正であります。２２ページをお開き願います。平取町農業研修生

住宅管理条例の一部を改正する条例、平取町農業研修生住宅管理条例の一部を

次のように改正する。第３条の表に次のように加える。平取町振内第三農業研

修生住宅、沙流郡平取町振内町２８番地１５、別表中、建設の次に（改修）を

加え、同表に次のように加える。住宅名、平取町振内第三農業研修生住宅、管

理戸数１戸、建設（改修）年度平成３０年度、規格３ＬＤＫ、家賃月額２万円、

適用、平成３１年３月改修、この一部改正条例の施行は平成３１年４月１日で

あります。なお改正案の新旧対照表につきましては２３ページに記載をしてお

ります。説明については省略をさせていただきます。以上ご説明申し上げまし

たのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１１、議案第７号平取町農業研修生住宅管理条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。 

日程第１２、議案第８号平取町民公園条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。提案理由の説明を求めます。観光商工課長。 

観 光 商 工

課長 

それでは議案第８号平取町民公園条例の一部を改正する条例についてご説明い

たします。議案２４ページをお開き願います。平取町民公園条例の一部を改正

する条例について、平取町民公園条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。今回の一部改正につきましては、現在施工しております二風谷地区再整備

事業が平成３１年３月に工事が完成することに伴いまして、北側及び南側駐車

場、新設トイレ、園路、通路、バスレーン等の敷設によりまして、面積等に変

更が生じましたので、平取町民公園条例第２条、名称、位置及び面積の別表第

１の一部、二風谷公園の位置及び面積の増により、今般条例の改正をしようと
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するものであります。また、二風谷公園の名称につきましても、二風谷再整備

事業検討会議の中で協議いたしまして、変更することに決定いたしましたので、

あわせて一部改正するものであります。それでは、改正箇所、新旧対照表によ

り説明いたしますので、２７ページをご覧願います。表の右側の二風谷公園、

現行に対しまして、左側の表の一覧に５５番地１６と５５番地１７、５９番地

３と５９番地７と８、６０番地２から６０番地４、５、６、２８ページにおき

まして、６１番地３と４、６１番地９から６１番地１０、１１、１２、１３、

１４、１５、１７、そして３１９番地１を加えます。現行１０筆から３０筆の

増になりまして、面積２万７６７６から２万８９４０となります。あわせて名

称を二風谷公園から、二風谷コタンと改正します。附則といたしまして、この

条例は平成３１年４月１日から施行するものとします。以上、平取町民公園条

例の一部を改正する条例についての説明といたしますので、よろしくご審議願

います。 

議長 それでは質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１２、議案第８号平取町民公園条例の一部を改

正する条例については原案のとおり可決しました。 

日程第１３、議案第９号平取町国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。病

院事務長。 

病 院 事 務

長 

議案第９号平取町国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例について、ご説明いたします。２９ページをご覧願います。平取町国民

健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部を次のように改正しようとする

ものでございます。改正理由につきましては、昭和４１年制定の平取町国民健

康保険病院事業の設置等に関する条例は、地方公営企業法の一部改正により制

定されているものですが、同条例が制定された時点で昭和３１年制定の平取町

国民健康保険病院条例が廃止されなければならならなかったものが、現在まで

残ってしまっている状況になっております。このことによりまして、病院設置

にかかる条例が二つ存在し、適切ではないのでこの二つの条例関係を整理する

ものでございます。改正内容を説明いたします。３０ページになりますけれど

も、新旧対照表で説明させていただきますので、３１ページをご覧願います。

現行の条例の第２条中、第２項を第３項とし第３項を第４項とします。改正案
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で第１項の次に、次の１項を加え、第２項とします。規定内容は第２項、病院

の位置及び名称は次のとおりとする。１号、位置、沙流郡平取町本町６７番地

１、２号、名称、平取町国民健康保険病院を加えます。次に第２項から変更と

なった第３項に（５）皮膚科を加えます。次に、第６条ですけれども、６条の

文言の整理と同条に次の各号を加えるものになります。（１号）ですけれども、

公金の収納または支払いに関する事務、（２号）公金の保管に関する事務、この

第６条は病院会計における会計管理者の事務を特定するものとなります。次に、

第７項を追加いたします。第７条この条例の施行に関し必要な事項は規則で定

めるとします。この７条の追加により、現在規定されている平取町国民健康保

険病院規則も改正しますが廃止する平取町国民健康保険病院条例に規定されて

いた項目などの見直しを含めて、追加改正することにさせていただいておりま

す。３０ページにお戻りください。附則の１号により、施行は公布の日といた

します。２号で病院設置に関し、重複した条例となっている平取町国民健康保

険病院条例を廃止といたします。以上、平取町国民健康保険病院事業の設置等

に関する条例の一部を改正する条例の説明とさせていただきます。ご審議のほ

どお願いいたします。 

議長 それでは質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１３、議案第９号平取町国民健康保険病院事業

の設置等に関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しま

した。 

日程第１４、議案第１０号平取町国民健康保険病院使用料及び手数料条例の一

部を改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。病院

事務長。 

病 院 事 務

長 

議案第１０号平取町国民健康保険病院使用料及び手数料の一部を改正する条例

を説明いたします。３２ページをご覧願います。平取町国民健康保険病院使用

料及び手数料条例の一部を次のように改正しようとするものでございます。改

正理由は現行の条例では老人保健法など、廃止された法律や現行法の記載など

が適切に規定されていないためその点の整理と、消費税の課税対象となるもの

が、消費税相当額が徴収できないような規定になっているものを改正するもの

でございます。さらに、入院料についても１０日ごとの請求となっていますが、

これも現状にあった納付方法とさせていただきます。改正内容を説明いたしま
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す。３３ページになりますけれども、新旧対照表で説明させていただきますの

で、３７ページをご覧願いたいと思います。改正内容ですけれども、第２条を

全面的に改正させていただきます。改正規定は読み上げますけれども、使用料

等の額は次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額、消費税法に規定

する消費税及び地方消費税の第２章第３節に規定する消費税、地方消費税が課

されることとなっているものにあってはその額に消費税及び地方消費税の額に

相当する額を加算した額の合算額とすると改正させていただいております。そ

して使用料等の項目は、第１号から第５号により内容を記載しております。そ

の中で単価の変更は公務災害に関する単価につきまして、１２円から１１円５

０銭に改正させていただきます。詳細は記載のとおりとなっておりますので、

説明を省略させていただきます。現行条例の第２項と第３項は、改正案の第１

項の中に組み入れることにより、削除とさせていただいております。次に、第

３条になりますけれども、使用料の徴収方法となりますが、この条項も現状に

あわせたかたちでの入院費の徴収方法に改正することとしておりまして、現行

条例では月３回の徴収から翌月１回の徴収とさせていただくことと、文言の整

理として改正させていただいております。詳細は記載のとおりとなりますので、

説明を省略させていただきます。別表についても改正させていただきますけれ

ども、別表は別記１となりますので、３８ページをご覧願います。使用料の額

を別表のとおり、整理改正させていただいております。現行の金額には変わり

ありませんけれども、規定で明確にしておくべきものなどの追加改正になりま

す。追加した項目は予防接種料、介護保険主治医意見書の項目になります。そ

の他の項目は見直しや摘要欄で徴収すべき項目が明確になるよう追加改正させ

ていただいております。記載は詳細のとおりとなりますので、説明は省略させ

ていただきます。新旧対照表の４０ページをご覧願います。現行条例にありま

す別表欄外の特別室を使用するもの云々と規定している項目については全文削

除をさせていただきます。３６ページにお戻りください。３６ページの最後に

なりますけれども、附則により施工を平成３１年４月１日から施行とするとさ

せていただいております。以上平取町国民健康保険病院使用料及び手数料条例

の一部を改正する条例の説明とさせていただきます。ご審議のほどお願いいた

します。 

議長 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

異議なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１４、議案第１０号平取町国民健康保険病院使
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用料及び手数料条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しまし

た。 

日程第１５、議案第１１号災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第１１号災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

説明します。４１ページをお開きください。災害弔慰金の支給等に関する条例

の一部を改正する条例を次のとおり定める。この改正は国の災害弔慰金の支給

等に関する法律及び同法施行令の一部が平成３１年４月１日から改正されるこ

とに伴い、町の条例の一部を改正しようとするものです。改正の内容は４２ペ

ージですが、災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を次のとおり改正する。

第１５条第１項中、「又は半年賦償還」、これを「、半年賦償還又は月賦償還」

に改めるものです。これは災害援護資金貸付金の償還方法について、新たに月

賦での償還を付け加えたものとなります。なお、４３ページの新旧対照表では

改正案の表中、半年賦償還または月年賦償還となっておりますけども、誤りで

す。これをですね、半年賦償還又は月賦償還、年をとっていただいて、半年賦

償還又は月賦償還ということでの誤りですので、大変申しわけありませんが、

訂正についてよろしくお願いいたします。なお、附則としまして、平成３１年

４月１日の施行としています。以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１５、議案第１１号災害弔慰金の支給等に関す

る条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。 

日程第１６、議案第１２号平取町職員の定年等に関する条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第１２号平取町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例につきま

して、ご説明いたしますので、お手元の説明資料をご覧願います。１の改正の

理由ですが、病院の医師等の確保の観点から、医師等に関する定年の引き上げ

を行うものであります。２、改正の内容は、平取町職員の定年に関する条例第

３条の一部を改正するもので、医師及び歯科医師の定年について、現在６５歳

のところ、改正後７０歳にするものであります。３、施行期日は条例附則で、
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これを平成３１年４月１日からとするものであります。４は条例の新旧対照表

で内容は記載のとおりであります。以上、平取町職員の定年に関する条例の一

部を改正する条例につきましてご説明いたしましたので、ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１６、議案第１２号平取町職員の定年等に関す

る条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。 

日程第１７、議案第１３号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第１３号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

きましてご説明いたしますので、お手元の説明資料をご覧願います。はじめに、

この資料の表の左側、国の措置方針につきましてでありますが、長時間労働を

是正するための措置として、民間労働法制においては、働き方改革を推進する

ための関係法律の整備に関する法律の制定により、時間外労働の上限規制が導

入され、また、国家公務員においても、超過勤務命令を行うことができる上限

を人事院規則で定めるなどの措置が講じられるものであります。その下であり

ますが、人事院規則、職員の勤務時間、休日及び休暇の一部を改正する人事院

規則、これは３１年４月１日から施行されるものであります。次のとおり追加

するものです。１、超過勤務命令の上限時間、各省庁の長は次に掲げる職員の

区分に応じ、それぞれ次に定める上限時間の範囲内で超過勤務を命じることが

できる。はじめに（２）のほうをご覧いただきたいと思います。（２）他律的な

業務の比重の高い部署に勤務する職員、１か月について１００時間未満、２か

ら６か月平均で８０時間以下、１年について７２０時間以下、１か月について

４５時間を超えて超過勤務命令勤務を命じることができる月数は１年につい

て、６か月以内に限るとし、他律的な業務とはこの表の右に記載の業務の量、

業務を処理すべき時期など業務の遂行に関する事項を自律的に管理することが

困難な業務とされております。なお、災害の場合は左の時間を超えて命令する

ことができるとするものであります。次に、（１）につきましては、今申し上げ

た（２）以外の職員として、１か月について４５時間、以下１年について３６

０時間以下とするものであります。（１）ないし（２）どちらかにつきましては、

今後、国からの通達等があるということであります。次に、表の右側、町の措
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置方針案でありますが、地方公務員につきましても、国家公務員に関する措置

等を踏まえ、時間外労働の上限規制のための所要の措置を講じることとされて

おります。職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例であり

ます。下線の部分を追加するもので第７条の第３項に前項に規定する者の他、

同項に規定する正規の勤務時間以外の時間における勤務に関し必要な事項は職

員の勤務時間、休暇等に関する規則で定めるという条文を加えるものでありま

す。職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部を改正する規則につきまして

は先ほど申し上げた左の表に記載の人事院規則と同様のものでございます。以

上、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例についてご説

明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１７、議案第１３号職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しました。 

休憩します。再開は１０時５０分といたします。 

（休 憩 午前１０時３７分） 

（再 開 午前１０時５０分） 

議長 再開します。日程第１８、議案第１４号公の施設に係る指定管理者の指定につ

いてを議題とします。提案理由の説明を求めます。アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

長 

それでは議案第１４号公の施設に係る指定管理者の指定についてご説明をいた

します。議案の５０ページをお開き願います。公の施設に係る指定管理者の指

定について、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、平取町公の施

設に係る指定管理者に指定します。この指定管理者につきましては平成２５年

度から指定期間３か年ごとで指定をしているもので、今回平成３１年３月３１

日で管理を行わせる期間が終了することから、指定の手続きを行うものとして

います。指定団体としては公益財団法人アイヌ民族文化財団といたします。指

定に当たっての選定の理由は４に記載をしていますが、平取町イオルの森設置

 目的及び平取町公の施設への指定管理者制度適用に係る指針に照らし、また、

アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する

法律の定めにより、アイヌ文化の振興等を目的とする公益財団法人であること



- 18 - 

から、指定管理者として適当であると判断できる、このようなことから、２の

指定管理者としては、公益財団法人アイヌ民族文化財団を指定したいと思いま

す。なお、指定期間につきましては、１年としておりますけども、今通常国会

に提出されている、アイヌ政策に関する新しい立法措置において、イオル再生

事業については、２０２０年度からは、市町村の計画に基づく事業へと移行さ

れる予定であることから、今回、指定期間を１年としています。以上、説明を

申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１８、議案第１４号公の施設に係る指定管理者

の指定については原案のとおり可決しました。 

日程第１９、議案第１５号平成３０年度平取町一般会計補正予算第１５号を議

題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。 

総務課長 議案第１５号平成３０年度平取町一般会計補正予算第１５号につきましてご説

明いたしますので、５１ページをご覧願います。第１条、歳入歳出予算の補正

でありますが、歳入歳出にそれぞれ５３１５万２千円を追加し、歳入歳出の総

額をそれぞれ７０億５９０２万７千円にしようとするものであります。第２項

で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするものでありま

す。第２条の繰越明許費は、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年

度に繰り越して使用できる経費は「第２表 繰越明許費」によるとするものであ

ります。それでは歳入歳出事項別明細の歳出からご説明いたしますので、５８

ページの上段をお開き願います。３款２項２目児童措置費１３節委託料１９９

万２千円の増額です。これは、常設保育所にかかる運営費の算定基礎となる国

の公定価格について、平成３０年度国家公務員の給与改定を主な内容とする単

価の引き上げが行われ、平成３０年４月にさかのぼって適用されることから新

たな単価で再計算を行い、当初予算に比べて不足する金額を増額補正するもの

であります。なお、各保育所によって金額が異なるのは途中入所者の有無や当

初予算見込みに比べて実際の入所者の数に変動があったことなどによるもので

あります。続きまして下段、５款１項２目農業振興費１９節負担金、補助及び

交付金１１３２万円の追加であります。これは平成３０年北海道胆振東部地震

及び台風２１号により所有する農業用施設等が被災し、地方公共団体による支
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援や融資を受けて被災施設の復旧、撤去等を行うことにより、農業経営を継続

しようとする農業者を対象に、農産物の生産確保に必要な施設、機械の再建、

修繕を行うための被災農業者向け経営体育成事業補助金で、当町から荷菜、振

内の２地区２名の畜舎１棟、農機具格納庫１棟の申請を行ったところ、この度、

事業が採択されたことから、予算の補正を行うものであります。次に５９ペー

ジ上段、１２款１項１目国民健康保険病院特別会計繰出金２８節繰出金３９８

４万円であります。これは平成３０年度国民健康保険病院特別会計の経常損失

の補填を行うため、必要な資金を一般会計から病院会計に繰り出しするもので

あります。歳出は以上です。次に歳入についてご説明いたしますので、５５ペ

ージの上段をご覧願います。１０款１項１目地方交付税１節地方交付税４２９

８万円であります。これは地方交付税交付金のうち、普通交付税が規定予算に

比べて増額する見込みとなったことから、これを本補正予算の財源にあてるも

のであります。次に下段、１２款１項１目民生費負担金１節児童福祉費負担金

２５０万１千円の追加であります。これは歳出５８ページの上段でご説明いた

しました常設保育所運営費に関連して、保育所を利用する保護者の所得が増え

たことから、国の基準に基づいて算出した、保育所利用者負担金が全体で増額

することによるものであります。次に５６ページ上段、１４款１項１目民生費

国庫負担金２節児童福祉費負担金、金額１７６万９千円の減額であります。こ

れは先ほどの５５ページ下段と同様、常設保育所運営費に関し、保育所利用者

負担金が増額したことにより、子どものための教育、保育給付費負担金として

国から町に交付される負担金が減額したことによるものであります。続いて５

６ページ下段、１５款１項１目民生費道負担金２節児童福祉費負担金、金額２

９０万８千円の減額であります。これも、上段と同様、常設保育所運営費に関

し、保育所利用者負担金が増額したことにより、子どものための教育、保育給

付費負担金として、北海道から町に交付される負担金が減額したことによるも

のであります。次に５７ページ上段、１５款２項２目民生費道補助金４節児童

福祉費補助金、金額１０２万８千円であります。これも同じく常設保育所運営

費に関し、単身世帯保育料軽減支援事業費補助金として、北海道から町に交付

される補助金であります。続いて下段、１５款２項４目農林水産業費道補助金

１節農業費補助金１１３２万円の増額であります。これは歳出の５８ページ下

段でご説明いたしました被災農業者向け経営体育成事業補助金に関して事業費

の２分の１が強い農業づくり事業補助金として国から北海道を通じて、事業実

施主体である町に対して、交付されるものであります。歳入歳出事項別明細は

以上です。次に、５３ページ、第２表、繰越明許費をご覧願います。表の上か

ら５款１項被災農業者向け経営体育成事業１１３２万円、これは先ほど歳入歳

出事項別明細でご説明したものであります。次に１０款１項振内岩知志線災害

復旧工事７６７７万２千円は、地すべり災害復旧事業で、平成３０年８月議会

で予算補正したものであります。次に１０款３項川向生活館災害復旧事業１２

１９万４千円は胆振東部地震で被災した川向生活館の改修事業で、平成３０年
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１０月議会で予算補正したものであります。以上の各事業は、本年度、平成３

０年度末までに事業が完了せず、その支出が終わらない見込みであることから、

地方自治法第２１３条の規定に基づき、これを平成３１年度に繰り越して使用

するものであります。以上、議案第１５号平取町一般会計補正予算第１５号に

ついてご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 説明が終わりましたので質疑を行います。質疑はありませんか。１１番千葉議

員。 

１１番 

千葉議員 

１１番千葉です。５３ページの繰越明許費の１０款１項振内岩知志線災害復旧

工事のことについてお伺いしたいと思います。全議員承知のとおり、これは昨

年１０月１日から今月の３月２０日までの工期ということで、年度内に何とか

完了して農業の関係者、あるいは学校、振内中学校に関係する関係者、それか

ら運送業である大型の車両の輸送の関係者、その他たくさんの方々、早期の通

行を期待しておったものでございますけども、昨年の本会議の中では私のほう

から１０月１日に発注されても、いまだに一向にいわゆる本工事としての姿が

見えてきてないけど大丈夫なのかという質問をしたところ、建設水道課長の谷

山課長のほうから、工程通りであると、予定通り進めているよということでの

ご回答がありましたけども今回急に繰越明許費というかたちで上がってきたこ

とにつきましては、やはり、今日も本会議の定例会の場でございますし、全議

員がお揃いでございますので、このことについての補足的な丁寧な説明責任が

私はあるのかなというふうに思っておりますので、改めて工期延期になった経

緯、それから繰越明許費として計上されてきた中間的な報告もなかったもので

すから、そのことについて、ご説明を求めて、全議員のほうに説明願いたいと

いうふうに思っております。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それは私のほうから今千葉議員のおっしゃるとおり経過というか、工期を延ば

さざるを得ない理由というのを説明していきたいと思います。おっしゃるとお

り、この工事は９月１８日に入札をしてその後議会の議決を得て、１０月１日

から今年の３月２０日までという予定で工事を進めておりました。震災が起き

たのが９月６日ですから当然入札は震災の後ということで、当然あの震災に伴

う労務者等の人手不足というのは最初の段階からある程度想定して５０日ほど

そっちのほうに人がとられるということで工程を業者としても、とっておりま

したが、その後想定した５０日を超える部分で労務者が向こうのほうに引っ張

られたということで、代わりの労務者というのも探したんですけどもなかなか

そういうふうな状況なものでなかなか手配がつかないということでございま

す。それで当初我々発注者側としても大丈夫かというのは常に確認しておりま
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したし、請け負った業者としても、その分の遅れを取り戻すべく、いろいろ工

程を組み変えていろいろやっておりましたけれども、最終的にやっぱりどう組

んでも無理だというのが２月に入ってから正式に業者のほうからちょっと工期

内の完成は難しいという協議がございました。それを受けて、我々もいろいろ

検討したんですけども、本来であれば２月１４日の日に産業厚生常任委員会ご

ざいましたので本当は説明すればよかったんですけども、その部分ではいろい

ろこれ補助事業でありまして、国、道との調整というのもなかなかできてない

ような状況でございまして、ちょっと報告には至れなかったということでござ

います。それで新たな工期としては、５月３０日を一応工期と見込んでおるん

ですけども、実質的には予定ですけども、４月中には何とかしたいという、実

質工程はそういうふうに組んでおります。それと、一部舗装の復旧というのも

ありますので、その辺路盤ができたから復旧ちょっとしばれが抜けないとでき

ない部分もありますのでその辺の安全を見込みまして、５月いっぱいの工期と

させていただく予定でございます。以上です。 

議長 千葉議員。 

１１番 

千葉議員 

大変な状況だったっていうのは私も非常に震災のことも含めてですね、理解を

しておりました。特に建設業というのは、技術者だけでなくて、特に作業に従

事する労働者の確保というのは、今谷山課長言われたとおり、大変なものがあ

ったんだろうなというふうに想像しております。補助事業の関係もあったかな

というふうに思っていますけども、ただ説明を議場で受けて大丈夫だよってい

うかたちの工程のなかからいきなりこうやって繰越明許費としてですね、あが

ってきたということに対しては、やはり２月１４日の産業厚生常任委員会とい

うのも、ちょっと今お話ありましたけども、やはり議会のほうにはそういう説

明した以上は早い段階で、何らかのかたちでやっぱり説明があるとこういう質

疑にも立たなくて済んだのかなというふうに思ってますけども、今後ですね、

このようなケースが私はあまり好ましいかたちで繰越明許費の計上というかた

ちじゃないなというふうに理解してますので、説明あるいはその中間でも構い

ませんので、どのような機会でも構いませんので、やはり産業厚生常任委員会

の中で報告というのをきっちりあげられておいたほうが私は賢明な判断だとい

うふうに思っていますけども、今後一つそのことを踏まえて、よろしくお願い

したいということであります。 

議長 答弁のほうはよろしいですか。５番井澤議員。 

５番 

井澤議員 

同じ、５３ページの今の千葉議員の質問のあった下のところの、やっぱり災害

復旧費のところで、川向生活館の復旧作業について、繰り越しということにな

っていますが、この現在の状況とか、その後の見通し等についてはどうなって
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いるのでしょうか。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

これを繰り越す経緯なんですけども、災害査定というのを去年の１２月に受け

ております。そこで額が確定して、補正はその前段の議会でやっていたんです

けども、査定で正式に決まったのが１２月ということで、この箇所は一部基礎

が下がった部分ありますので、その部分全面的に基礎からやらなきゃならない

という工事になりますのでそれが真冬ということで、冬季間の施行はちょっと

厳しいということで一部取り壊してやらなきゃならないものですからそういう

ことで冬季間を避けての工事ということで予定といたしましては、今月中に入

札を行いまして、実質雪解けを待っての着工というような予定でおります。以

上です。 

議長 ほかございますか。なければ、質疑を終了します。次に討論を行います。反対

討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは、採決を行います。本案について原案のとおり

決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第１９議案第１５号、平成３０年度平取町一般会

計補正予算第１５号は原案のとおり可決しました。 

日程第２０、議案第１６号平成３０年度平取町国民健康保険特別会計補正予算

第４号を議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。 

町民課長 議案第１６号平成３０年度平取町国民健康保険特別会計補正予算第４号につい

てご説明いたします。６０ページをお開きください。平成３０年度平取町国民

健康保険特別会計補正予算第４号は次に定めるところによるものでございま

す。歳入歳出予算の補正でありますが、第１条は歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２５０万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

７億９８７７万７千円とするものでございます。２項は、歳入歳出予算の補正

の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第

１表歳入歳出予算補正によるものでございます。それでは事項別明細書の歳出

からご説明いたしますので、６４ページをお開きください。まず歳出ですが、

９款２項１目直診施設勘定繰出金、２８節繰出金は予算額２３２１万１千円に

２５０万３千円を追加いたします。今回の補正の目的は、国民健康保険病院施

設整備にかかる調整交付金が予算額を上回ることが確定したため、同額を国民

健康保険病院へ繰り出すためのものでございます。次に歳入についてご説明い

たします。６３ページをお開きください。４款１項１目保険給付費等交付金２

節特別交付金に２５０万３千円を追加いたします。歳出でご説明いたしました
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国民健康保険病院施設整備にかかる調整交付金の額が確定したことによるもの

でございます。内訳は特別調整交付金分１４５万２千円、同繰入金１０５万１

千円となっております。以上で議案第１６号の説明とさせていただきます。ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第２０、議案第１６号平成３０年度平取町国民健

康保険特別会計補正予算第４号は原案のとおり可決しました。 

日程第２１、議案第１７号平成３０年度平取町介護保険特別会計補正予算第２

号を議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第１７号平成３０年度平取町介護保険特別会計補正予算第２号について、

ご説明いたします。議案の６５ページをお開きください。この補正予算第２号

は次に定めるところによります。第１条歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億５

６４万円とするものです。２、歳入歳出予算の補正の款項区分及び金額、並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によります。歳入歳

出の予算の振りかえということになりますので、予算総額に変更はありません。

それでは先に歳出について説明しますので、７０ページをお開きください。２

款１項１目居宅介護サービス給付費１９節負担金補助及び交付金、補正額２１

５０万円です。これは介護認定者の増加に伴い、ホームヘルパー派遣や、デイ

サービス、ショートステイなどの居宅介護サービスの財源に不足が生じたため、

他の科目との予算の組み替えにより、対応するものです。下の段、２款１項２

目地域密着型サービス給付費１９節において、地域密着型施設、振内の認知症

グループホームとなりますけども、利用者の減により１５００万円を減額、ま

た７１ページの２款１項３目施設介護サービス給付費については、介護老人福

祉施設等への入所の実績、これに基づいて６５０万円の減となります。下段に

なりますが３款１項１目介護予防生活支援サービス事業費については、今年度

から、国において制度化されました保険者機能強化推進交付金の新たな交付に

より、その他の財源から国庫補助金へと特定財源の振りかえを行うものです。

続きまして歳入についてご説明しますので、６８ページをお開きください。３

款１項１目介護給付費国庫負担金３２万５千円の増。この分は６９ページの下

段、５款１項１目道負担金を３２万５千円減額し、財源を振り替えるものです。

これは歳出において地域密着サービス、また、施設介護給付費から居宅介護給
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付費へ予算を振り替えたことによる国と道との負担割合の違いによる財源調整

分です。続きまして６８ページの下段、３款２項５目保険者機能強化推進交付

金、これは国の新制度創設に伴い新たな科目を設定し１０６万５千円計上する

ものです。これは介護予防または重度化防止への市町村の取り組みに対し評価

指数により国からインセンティブ、財政的支援がなされるもので、今年度から

新たに補正というかたちで予算を計上させていただきました。この財源の計上

にあわせて、６９ページの上段、４款１項１目支払交付金から１０６万５千円

を減額し、財源調整を図っています。以上のとおり介護保険特別会計補正予算

第２号議案を提出しますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。以上

です。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第２１、議案第１７号平成３０年度平取町介護保

険特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。 

日程第２２、議案第１８号平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計補正

予算第２号を議題とします。提案理由の説明を求めます。病院事務長。 

病 院 事 務

長 

議案第１８号平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計補正予算第２号を

ご説明します。７２ページをご覧願います。第１条、平成３０年度平取町国民

健康保険病院特別会計補正予算第２号を次のように定めようとするものでござ

います。第２条、平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、以下予

算という、第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正するものでございま

す。２、主要な建設改良事業、平取町国民健康保険病院改築事業、既定予定額

７億２７１８万７千円を１１００万６千円減額し、７億１６１８万１千円とさ

せていただきます。これは医師住宅の実施設計費を平成３１年度の予算措置と

することによります。次に第３条、予算第３条に定めた収益的収入の予定額を

次のとおり補正するものでございます。収入の第１款病院事業収益、既定予定

額７億３０４１万３千円、補正予定額４千万円の増額で、計７億７０４１万３

千円となります。第２項医業外収益の補正となります。既定予定額３億１５６

１万５千円、補正予定額４千万円の増額で、計３億５５６１万５千円となりま

す。次に、第４条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のと

おり補正するものでございます。収入になりますが第１款資本的収入、規定予

定額１３億４１５９万８千円、補正予定額１１００万６千円の減額とし１３億
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３０５９万２千円となります。第１項一般会計負担金、既定予定額８２０４万

７千円、補正予定額が１６万円の減額とし計８１８８万７千円となります。第

２項企業債、既定予定額１１億９２６０万円、補正予定額１４００万円の減額

とし、計１１億７８６０万円となります。第３項、国民健康保険特別会計負担

金、既定予定額１８７１万１千円、補正予定額３１５万４千円の増額とし、計

２１８６万５千円となります。第１款資本的支出になりますけれども、既定予

定額１０億９８４７万９千円、補正予定額１１００万６千円の減額とし、計１

０億８７４７万３千円となります。第３項建設改良費、規定予定額１０億９０

５５万４千円、補正予定額１１００万６千円の減額とし１０億７９５４万８千

円となります。次のページをご覧願います。第５条、予算第５条に定めた企業

債を次のとおり補正するものでございます。起債の目的、平取町国民健康保険

病院改築事業、補正前限度額９億１８６０万円、補正後の限度額９億７６０万

円とします。医療機器備品等整備事業、補正前限度額２億７４００万円、補正

後の限度額２億７１００万円とします。改築事業のほうにつきましては医師住

宅実施設計の３１年度での予算措置、医療機器、備品等整備は補助金の増額に

より限度額が減額となります。次のページをご覧願います。平成３０年度平取

町国民健康保険病院特別会計予算実施計画変更でございます。補正予定額は記

載のとおりでありますので説明は次のページからの説明書により説明いたしま

すので省略させていただきます。次のページをご覧願います。収益的収入の１

款病院事業収益、２項医業外収益、２目他会計負担金でございます。一般会計

からの繰入金４千万円を追加補正するものでございます。平成３０年度の１２

月末時点での決算見込みにより３９００万円ほどの資金不足が発生すると見込

んでおります。資金不足比率が１２％程度になる見込みなので、この資金不足

比率が１０％を超えますと企業債の発行が協議制から許可制になり、財務状況

が悪い団体への貸付が制限される見込みとなります。３１年度も引き続き、病

院改築事業関連の起債の発行を予定していますので、企業債の発行をスムーズ

に進めるため、資金不足を解消することを目的に繰り入れを予定するものでご

ざいます。次のページをご覧願います。資本的収入、１款資本的収入、１項一

般会計負担金、１目一般会計負担金でございます。補正前の額が８２０４万７

千円、補正額が１６万円の減額となり、計８１８８万７千円となります。３項

の国民健康保険特別会計負担金、国民健康保険の調整交付金でありますが、そ

の増額により、一般会計からの繰入金の差し引き、精査分が減額となります。

次に、１款資本的収入、２項企業債、１目企業債でございます。補正前の額が、

１１億９２６０万円、補正額が１４００万円の減額となり、計１１億７８６０

万円となります。１節企業債の１４００万円の減額で、改築事業分として医師

住宅実施設計分の３１年度への先送りと医療機器備品等整備事業は国庫の調整

交付金、いわゆる補助金の増額による借入金の減額となります。次に、３項の

国民健康保険特別会計負担金、１目国民健康保険特別会計負担金でございます。

補正前の額が１８７１万１千円、補正額が３１５万４千円の増額となり、計２
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１８６万５千円となります。１節の国民健康保険特別会計負担金で、国民健康

保険特別会計からの負担金となりますが、改築に関連する給食等の補助金、医

療機器の補助金の増額となります。次に、資本的支出、１款資本的支出、３項

建設改良費、３目建設工事費でございます。補正前の額が７億２７１８万７千

円、補正額が１１００万６千円の減額となり、計７億１６１８万１千円となり

ます。１節、委託料の中の医師住宅工事実施設計業務について、医師住宅をＰ

ＦＩ事業として検討しておりまして、その引き受けをしていただきたい機関と

協議を進めておりますが、合意に至っておりませんので、合意がなされない場

合は町が事業実施主体として事業を進めなければならないので、予算措置をし

ておりましたが、３０年度の予算執行ができなくなったことによりまして減額

させていただきます。３１年度で再度予算計上させていただいておりますが、

医師住宅については何とかＰＦＩ事業として実施することを検討しておりま

す。以上、病院会計補正予算第２号の説明とさせていただきますのでご審議を

よろしくお願いいたします。 

議長 質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決

定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第２２、議案第１８号平成３０年度平取町国民健

康保険病院特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。 

日程第２３、報告第１号専決処分報告についてを議題とします。内容について

説明を求めます。総務課長。 

総務課長 報告第１号についてご説明いたしますので、議案７７ページをご覧願います。

北海道市町村総合事務組合規約の制定並びに廃止について、別紙のとおり専決

処分しましたので、地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を

求めようとするものであります。７８ページをお開き願います。北海道市町村

総合事務組合規約の制定及び廃止についてであります。地方自治法第２８６条

第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約を定め、北海道市町村総

合事務組合規約平成７年３月７日を廃止する旨の専決処分をいたしましたの

で、地方自治法第１７９条第３項の規定により、議会に報告し承認を求めよう

とするものであります。これは北海道内の市町村の非常勤職員公務災害及び非

常勤消防団員の損害補償等の事務を共同処理する一部事務組合である北海道市

町村総合事務組合について、その規約に不備があることが、国から指摘され、

同組合の存立にかかわる案件として、早急に是正するよう、総務省から指導を
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受けたことにより、同組合管理者から加盟する全ての市町村長に対し、早急に

規約の改廃に関する専決処分の議決書を提出するよう強い要請があり、緊急に

対処する必要があったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により、

２月６日、町長による専決処分を行ったものであり、同条第３項の規定により、

その後に開かれた直近の議会である本定例会においてこれを報告し、承認を求

めようとするものであります。具体的には、市町村でつくる一部事務組合であ

る、当該北海道市町村総合事務組合に、北海道が構成員となっている、石狩東

部広域水道企業団と石狩西部広域水道企業団が加入していることは、適法性に

欠けるため、現在の規約を廃止し、組合を組織する構成団体から、この二つの

企業団を除外した規約を早急に制定するよう、総務省から指導を受けたため、

２月１８日までに町長による専決処分報告書を提出するよう求められたことに

よるものであります。以上、報告第１号専決処分報告について、ご説明申し上

げましたので、ご承認くださるようよろしくお願いいたします。 

議長 

議長 

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告どおり承認

することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第２３、報告第１号専決処分報告については報告

のとおり承認しました。 

暫時休憩します。 

（休 憩 午前１１時３４分） 

（再 開 午前１１時３５分） 

再開します。 

日程第２４、請願第１号地方公務員法及び地方自治法の一部改正における会計

年度任用職員の処遇改善と雇用安定に関する請願についてを議題とします。こ

の請願の取り扱いについては、先に開催の議会運営委員会において協議されて

おりますので、その結果について議会運営委員会委員長より報告願います。１

０番四戸議員。 

１０番 

四戸議員 

１０番四戸です。提出されました請願１件の取り扱いにつきましては２月２８

日に開催されました議会運営委員会で協議をしました結果、請願１号について

は総務文教常任委員会へ付託することとしておりますので、議長よりお諮りを

お願いいたします。 
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議長 お諮りします。ただいま議会運営委員会委員長より報告のありましたとおり、

請願第１号については総務文教常任委員会に付託し審査することにご異議あり

ませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、日程第２４、請願第１号については総務文教常

任委員会に付託し審査することに決定しました。 

休憩します。再開は１時といたします。 

（休 憩 午前１１時３７分） 

（再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。日程第２５、平成３１年度町政及び教育行政執行方針の説明に入

ります。まず、町政執行方針の説明を求めます。町長。 

町長 （町政執行方針を説明） 

議長 休憩します。再開は２時３０分といたします。 

（休 憩 午前 ２時１６分） 

（再 開 午後 ２時３０分） 

議長 再開します。次に教育行政執行方針の説明を求めます。教育長。 

教育長 （教育行政執行方針を説明） 

議長 以上で平成３１年度、町政及び教育行政執行方針の説明を終了いたします。以

上で本日の日程は全て終了いたしましたのでこれをもって散会といたします。

どうもご苦労さまでございました。 

（閉 会 午後３時０８分）


